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─────────────────────────────────────────── 

令和２年 第２回 高 千 穂 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第１日） 

                             令和２年６月８日（月曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                          令和２年６月８日 午前10時00分開議 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 報告第３号 令和元年度高千穂町水道事業会計予算繰越計算書について 
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 日程第９ 議案第28号 高千穂町保育料条例の一部改正について 

 日程第10 議案第29号 高千穂町重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正について 

 日程第11 議案第30号 高千穂町介護保険条例の一部改正について 

 日程第12 議案第31号 令和２年度高千穂町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第13 議案第32号 令和２年度高千穂町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第14 議案第33号 令和２年度高千穂町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第15 議案第34号 令和２年度高千穂町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第16 議案第35号 令和２年度高千穂町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第17 議案第36号 令和２年度高千穂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 日程第18 議案第37号 令和２年度高千穂町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号） 
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本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 
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 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 報告第３号 令和元年度高千穂町水道事業会計予算繰越計算書について 

 日程第６ 議案第25号 高千穂町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 

 日程第７ 議案第26号 高千穂町立保育所設置条例の一部改正について 

 日程第８ 議案第27号 公の施設に関する条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第28号 高千穂町保育料条例の一部改正について 

 日程第10 議案第29号 高千穂町重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正について 

 日程第11 議案第30号 高千穂町介護保険条例の一部改正について 

 日程第12 議案第31号 令和２年度高千穂町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第13 議案第32号 令和２年度高千穂町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第14 議案第33号 令和２年度高千穂町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第15 議案第34号 令和２年度高千穂町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第16 議案第35号 令和２年度高千穂町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第17 議案第36号 令和２年度高千穂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 日程第18 議案第37号 令和２年度高千穂町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号） 

 日程第19 議案第38号 令和２年度高千穂町水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第20 議案第39号 財産の取得について 

 日程第21 議案第40号 工事請負契約の締結について 

 日程第22 議案第41号 団体営農村地域防災減災事業の施行について 

────────────────────────────── 

出席議員（13名） 

１番 佐藤さつき議員        ２番 板倉 哲男議員 
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８番 馬原 英治議員        ９番 佐藤 久生議員 

10番 坂本 弘明議員        11番 工藤 博志議員 

12番 富髙健一郎議員        13番 富髙 友子議員 

14番 佐藤 定信議員                   

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 
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職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 甲斐 順生         書記 佐藤健次郎 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 甲斐 宗之    副町長 ………………… 藤本 昭人 

教育長 ………………… 濵田 琢一    総務課長補佐 ………… 安在  浩 

財政課長 ……………… 佐藤 英次    税務課長 ……………… 須藤 浩文 

町民生活課長 ………… 興梠 晶彦    企画観光課長 ………… 山下 正弘 

福祉保険課長 ………… 有藤 寿満                      

農林振興課長兼農業委員会事務局長 ……………………………………… 甲斐  徹 

農地整備課長 ………… 佐藤 峰史    建設課長 ……………… 佐藤 雄二 

会計管理者 …………… 興梠 貴俊    病院事務長 …………… 戸髙 雄司 

保健福祉総合センター事務長 ……………………………………………… 林  謙一 
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教育委員会次長兼教育総務課長 …………………………………………… 河内 晴彦 

監査委員 ……………… 中尾 清美                      

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  御起立をお願いいたします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  御着席ください。 

 議長の許可を得ていますので、暑い方は上着をおとりください。 

○議長（工藤 博志議員）  ただいまから、令和２年第２回高千穂町議会定例会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名について 

○議長（工藤 博志議員）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において、議席番号

１２番、富髙健一郎議員、議席番号１３番、富髙友子議員を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定について 
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○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第２、会期の決定について議題にします。 

 お諮りします。今期定例会の会期は、本日から６月１９日までの１２日間にしたいと思います

が、これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日から６月

１９日までの１２日間と決定しました。 

 なお、今会期の内訳につきましては、皆様のお手元に配付しています会期予定表のとおり行う

こととします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第３、諸般の報告を行います。 

 最初に、監査検査結果の報告を行います。 

 監査委員から、地方自治法第２３５条の規定に基づく例月現金出納検査の結果が議長に提出さ

れていますので、その写しの配付をもって報告とします。 

 続いて、議会運営委員会の閉会中の継続調査の報告を行います。 

 委員長から委員会調査報告書が議長に提出されていますので、その写しの配付をもって報告と

します。 

 続いて、議員派遣の報告を行います。 

 会議規則第１２９条第１項の規定に基づき、議員の派遣予定でしたが、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、今回は中止しております。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第４、行政報告を求めます。町長、登壇願います。 

○町長（甲斐 宗之町長）  おはようございます。 

 本日、高千穂町議会第２回定例会に、議員の皆様には何かとお忙しい中に御出席をいただきま

して、厚く御礼を申し上げます。 

 先月、５月１４日には、第２回臨時会にて新型コロナウイルス感染症に対する国及び町独自の

経済対策費等について御審議をいただいた上、原案どおり可決をいただきました。 

 各種支援対策の給付金、補助金等の申請状況等につきましては、後ほどまた御説明を申し上げ

ますが、いずれも早期にかつスムーズに受付及び支払事務を進めることができております。御理

解と御協力に対しまして心より感謝を申し上げます。 
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 さて、新型コロナウイルス感染症については、全国に出されておりました緊急事態宣言が、ま

ず、５月１４日に３９県で解除、その後、２１日に大阪府を含む関西２府１県で解除、２５日に

は北海道と首都圏の１都３県で解除されたことにより、４月７日以来、４８日ぶりの国内全面解

除となりました。 

 本県におきましても、４月１１日以降、新たな発生なく第一波を封じ込めることができ、

１７名の感染確認者全員が５月２５日を最後に退院をされております。 

 しかしながら、国内において完全にウイルスの存在がなくなったわけではなく、一部、北九州

や東京での再度増加の兆しが見えるなどしたように、第二波拡大の可能性は否定できない状況で

す。 

 しばらくは新しい生活様式を実践し、新型コロナウイルスの存在を強く意識しながらの共存、

いわゆるウィズコロナの中で常に警戒を続ける必要があると感じているところでございます。 

 また、一方で、新型コロナウイルスにより落ち込んだ経済を回していく、大打撃を受けている

小売店や飲食店、ホテルや旅館などの宿泊事業所の営業活動を通常に戻していく道筋をつくるこ

とも求められております。 

 九州地方知事会では、６月１日から県境を越えた移動自粛について段階的に緩和する方針を打

ち出し、６月１９日から県外への観光訪問を可能とする方針が示されております。 

 町内では、高千穂峡の貸しボートが５月２５日から再開されたほか、町内飲食店の利用も少し

ずつ戻ってきている状況でありますが、今後、本格的にＶ字回復ペースに入ることを見越して、

さらに様々な支援策を講じてまいりたいと考えております。 

 本議会においても高千穂町としての第２弾となる経済対策、感染予防対策に係る予算を御提案

させていただきますが、国においては自治体の経済対策等に活用できる追加の地方創生臨時交付

金の配分が予定されております。 

 先週末、５日には、河野宮崎県知事が西臼杵の状況を視察され、少人数による会食を交えた地

域経済懇談会にて意見交換会をさせていただきました。 

 また、あさって１０日には、町内経済団体に御参集いただき、各業態ごとの現状を把握し、今

後必要とされる支援策等について意見交換する場を持つこととしており、宮崎県とも情報共有と

連携を深めながら、本町第３弾となる真に必要で有効な支援対策の立案につなげたいと考えてお

ります。 

 それでは、当面する町政の状況について御報告をいたします。 

 初めに、国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策への対応状況について御報告をいたしま

す。 

 まず、特別定額給付金の給付状況についてでございます。 
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 令和２年４月２７日時点の住民基本台帳登録者４,９９３世帯、１万１,９４４人に対し、１人

当たり１０万円の給付を行うものですが、本日８日現在で４,４５２世帯１万８７２人、

９１.０２％の方に対し給付が完了しております。 

 ８月１９日が申請期限でありますので、現在、ＩＰ告知放送による１回目の申請勧奨を行って

おります。今後もＩＰ告知放送や電話などによる申請勧奨を随時行ってまいります。 

 次に、児童手当の受給対象児童１人当たり１万円を給付する、子育て世代への臨時特別給付金

の状況について御報告をいたします。 

 令和２年３月３１日時点の児童手当受給対象者の一般分５８５世帯、１,１０５人の方に対し、

本日までに全て給付を完了しております。 

 今後は、公務員分の申請受付を継続しながら、早急に給付してまいります。 

 次に、町独自の経済対策支援事業の状況について御報告をいたします。 

 ６月４日までの状況でございますが、まず初めに、国の支援への申請書類を専門家に依頼する

費用の補助であります、雇用維持緊急対策支援補助金については、１件１０万円の申請があり、

既に交付済みであります。 

 次に、家賃や売掛金、水光熱費など売上げの有無にかかわらず必要となる経費等を補助する家

賃等緊急対策支援補助金については１０２件、金額にして２,８５７万７,０００円の申請があり、

交付済額は２,３９８万３,０００円であります。 

 次に、宿泊業に対して、昨年の実績などにより算定をする、宿泊業緊急対策支援補助金に関し

ては３３件、３５４万３,０００円の申請があり、交付済額は３４９万５,０００円であります。 

 合計いたしますと、件数１３６件、金額にして３,２２２万円の申請で、交付済額は

２,７５７万８,０００円となっております。 

 申請や相談は、現在も毎日多く寄せられておりますので、今後も申請に対してできるだけ早く

交付するよう努めてまいります。 

 次に、セーフティネット等融資制度における認定については、３４件の認定をしております。

これは、売上げ減少等に対応する融資を受ける条件を満たしているという認定をするものですが、

これについても、申請があればできるだけ即日認定を行うようにしているところでございます。 

 また、５月の臨時議会において、町内の景気浮揚策としてプレミアム付き商品券発行補助金を

増額補正させていただきました。その際、町内により多くの金額が循環することを重視し、プレ

ミアム率１０％を予定しているということで御説明申し上げましたが、県でも６月議会でプレミ

アム率３０％の商品券発行補助金を計上されるとのことであり、７月に発行予定の商品券につい

ては、町と県の補助金を合わせて活用し、県の意向も考慮した上で３０％のプレミアム率で発行

する方向で商工会と協議をしているところでございます。 
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 この件につきましては、県補助金を補正予算案の中で計上させていただいておりますので、御

審議いただきますようお願い申し上げます。 

 次に、新型コロナウイルス感染症に関する、町独自の新たな支援対策について御報告をいたし

ます。 

 ４月３０日成立の国の第１号補正で予算化されました、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金につきましては、５月の臨時会でも御説明申し上げましたとおり、本町の第一次交

付限度額は９,９７０万３,０００円となっております。 

 さきの１号補正で計上した事業に充当することに加え、新型コロナウイルス感染症による本町

への経済影響等を鑑み、今回の第２号補正予算案で新たに９事業を計上し、その財源に充てる考

えであります。 

 まずは、新たな感染拡大防止対策の一つといたしまして、町立病院の受入態勢、環境を整備い

たします。 

 疑似感染者から検体を採取する接触者外来で、電子カルテ等を使用できる通信機器等の環境整

備及び第二波、第三波で県内の感染症指定医療機関が満床となり、町立病院でもコロナ対応病床

を確保する必要がある場合に備えた態勢整備に取り組みたいと考えております。 

 また、必要な衛生用品を支給するため、幼稚園・保育園・老人施設等４０施設を対象にマスク

を配布する必要物品供給事業や、避難所の衛生環境を保つため、マスクや仕切り用段ボール、消

毒備品等を備蓄する防災活動支援事業も計画しております。 

 次に、子育て世代への支援策ですが、小中学生を持つ家庭について、学校を通じた２か月分の

給食費補助や、臨時休業の影響で廃棄となった給食食材分の費用負担助成により、長期休業での

保護者の負担を少しでも軽減したいと考えております。 

 また、高校生につきましては、本町に住民票があることが条件でありますが、１人当たり１万

円分の商品券を配布したいと考えております。 

 就業環境の変化の影響を受けやすい、独り親家庭等に対しては、対象児童１人当たり１万円の

給付金を支給することとしております。 

 最後に、経済対策といたしまして、農林業の分野で現在特に経営が厳しく、資金繰りが困難に

なってきている肥育農家への支援や農産物消費拡大事業として、ＪＡミートセンターや農産部、

高千穂がまだせ市場を窓口に、町外に居住する学生、親戚知人等に町内在住者から、本町で生産

された高千穂牛や野菜、加工品等の食材を送る際の箱代や送料を負担する農畜産物支援事業を行

うこととしております。 

 新型コロナウイルス感染症対策につきましては、息の長い対策になると予想されます。国も第

二次補正予算による交付金追加配分を検討されておりますので、その時々の状況を見ながら対策
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を重ねてまいりたいと存じます。 

 次に、本町への観光客入り込み状況について御報告をいたします。 

 まず、今年のゴールデンウイークの観光客の入り込みについてでございます。 

 今年は、御存じのとおり新型コロナウイルス感染症により全国に緊急事態宣言が出され、外出

自粛、特に県をまたいでの移動については強く自粛要請が出されたところであります。 

 本町においても、期間中、高千穂峡周辺駐車場を全て閉鎖し、ボート運営等も休止され、お土

産品店、宿泊施設などもほとんど休業をされました。 

 そうした中、今年の入り込み数は、４月２９日から５月６日までの８日間で３,１１０人とな

りました。これは、例年と推計の仕方は違いはしますが、昨年は１０連休で１５万６,３６０人

の入り込みでありましたから、数字だけ見れば昨年比９８％の減ということになります。 

 本町観光にとっては非常に厳しい数字ではありますが、その分、町民の皆様の感染症に対する

不安を取り除くことについては、一定の効果があったと考えているところでございます。 

 当初考えていたよりもかなりの長期戦になっている状況でありますが、緊急事態宣言も解除さ

れ、時期を見ながら、段階を踏みながら、少しずつでも観光高千穂を取り戻していきたいと考え

ているところでございます。 

 一方、平成３１年、令和元年の観光統計について御報告いたしますけれども、観光客入り込み

数は１３６万８,４００人で、平成３０年と比較して３万３,０００人、率にして２.４％の減と

なりました。ほぼ横ばいといった状況ではありますが、夏休み期間に高千穂峡ボートが数日しか

運航できなかったように、天候が悪かったことなどが影響しているのではないかと考えておりま

す。 

 しかしながら、宿泊者数及び観光客消費額は、過去最高であった昨年の実績を上回っておりま

す。宿泊者数が２０万９,８００人で、対前年比４.２％の増、消費額は６１億３,７３５万

７,０００円、対前年比１.７％の増となっております。 

 また、外国人観光客の入り込み数は１０万８,６００人と、対前年比７.１％の増となり、毎年

増加している状況でございます。 

 これらは、着地型観光による関係各位の取組が実を結んできているのではないかと考えており

まして、関係各位の御尽力に深く感謝を申し上げ、敬意を表する次第でございます。 

 先ほども申し上げましたが、新型コロナウイルスの影響で、今後がなかなか見通せない状況で

はございますが、状況に応じて時期を逃さず適切な施策を講じてまいりたいと考えておりますの

で、議員の皆様方の御助言、御協力をお願い申し上げます。 

 次に、町制施行１００周年記念事業にについてでございます。 

 ５月２５日に新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言が解除されたことを受け、６月１日に
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町制施行１００周年記念事業実行委員会を設置したところでございます。 

 昨年度から計画を進めておりました記念事業やイベントについてでございますが、初めに、ソ

フトバンクホークスの試合協賛については、御承知のとおり新型コロナウイルス感染症の影響に

より、プロ野球の開幕が今月１９日に延期となり試合日程等が大幅に変更となったため、今年度

の開催はできなくなりました。 

 また、ソラシドエアの機体広告については、今年の１０月から１年間の予定で運航する予定で

ありましたが、今年度は期待するような効果が得られないとの判断から、来年度に延期したいと

考えております。 

 のど自慢につきましても、６月５日にＮＨＫから発表されましたが、７月５日の高千穂町での

開催は中止となりました。今後の開催については、再度、ＮＨＫに要望してまいりたいと考えて

おります。 

 記念ソング作成については、５月２７日現在、全部で１１７の応募をいただいておりますが、

状況を鑑み、審査日程を延期し、併せて歌詞応募の締切りを５月８日から６月３０日まで延期し

たところであります。 

 その後は、予定どおり１１月中旬には披露できるように進めていきたいと考えております。 

 また、毎年８月に開催をしておりますサルタフェスタですが、県内の８月開催のイベントにお

いても、そのほとんどで開催中止が決定していること、屋外において来場者の管理、ソーシャル

ディスタンスの確保等が困難ではないかとの判断から、今年度はやむなく中止をすることといた

しました。 

 町民の皆様が楽しみにされているイベント等を中止せざるを得ない状況は本当に残念でござい

ますが、町勢要覧や町史につきましては、現在作成中でありますので、今年度中に皆様にお披露

目できると考えております。 

 これから１００周年記念事業実行委員会での準備を進め、町内の１００周年の機運を高め、

１０月に記念式典を開催したいと考えておりますので、議員の皆様の御協力をお願い申し上げま

す。 

 最後に、５月１５日から１６日の豪雨に伴う災害について報告をいたします。 

 ５月１５日から１６日にかけ、町内では断続的に雨が降り続き、押方観測所での最大２４時間

雨量は１５２ミリを記録いたしました。 

 その豪雨を受け、町道の災害が１箇所、農地災害が４箇所、農業用施設の災害が２箇所発生し

ております。 

 町道の１箇所については、押方・三ケ所線の芝原西花の群集落から２キロほど先でのり面が崩

壊し、通行止めとなっている状況でございます。 
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 現在、緊急施工により崩土除去を行い、早期開通に取り組んでいるところでありますが、被害

額は１,２００万円となっております。 

 また、農地災害４箇所のうち災害復旧事業該当が見込まれる２箇所の被害額は約４００万円、

農業用施設２箇所のうち災害復旧事業に該当する１箇所の被害額は約１,５００万円と見積もっ

ております。 

 今後、降雨の多い時期となることや、毎年２０前後の台風が襲来しておりますので、災害に備

える連絡体制の強化や、町民の皆様に対する的確な情報伝達に努め、人的被害を出さないようし

っかりと取り組んでまいります。 

 以上、行政報告とさせていただきます。 

○議長（工藤 博志議員）  以上で、町長の行政報告が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．報告第３号 

日程第６．議案第２５号 

日程第７．議案第２６号 

日程第８．議案第２７号 

日程第９．議案第２８号 

日程第１０．議案第２９号 

日程第１１．議案第３０号 

日程第１２．議案第３１号 

日程第１３．議案第３２号 

日程第１４．議案第３３号 

日程第１５．議案第３４号 

日程第１６．議案第３５号 

日程第１７．議案第３６号 

日程第１８．議案第３７号 

日程第１９．議案第３８号 

日程第２０．議案第３９号 

日程第２１．議案第４０号 

日程第２２．議案第４１号 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第５、報告第３号から日程第２２、議案第４１号までの報

告１件、条例改正６件、補正予算８件、その他の議案３件の町長提出報告議案、合計１８件の提

案理由の説明を求めます。 
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 最初に、町長の説明を求めます。町長、登壇願います。 

○町長（甲斐 宗之町長）  それでは、提案理由の説明をいたします。 

 本日提案します議案は、報告１件、条例案件６件、補正予算８件、その他３件の合計１８件で

ございます。 

 まず、報告第３号令和元年度水道事業会計予算繰越計算書の報告でございますが、お手元に配

付の計算書のとおり、令和２年度に上水道地図情報システム構築業務委託事業を繰り越しました

ので、法の定めにより報告するものでございます。 

 次に、議案第２５号高千穂町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について御説明いた

します。 

 新型コロナウイルス感染症の患者もしくは疑いのある者に接して行う診療及び看護、患者等に

係る検体の採取及び検査、患者等の移送、患者等が使用した物件の消毒などに従事する職員に対

し、国に準じて特殊勤務手当を支給するための条例改正であり、公布の日から施行するものでご

ざいます。 

 次に、議案第２６号高千穂町立保育所設置条例の一部改正について及び議案第２７号公の施設

に関する条例の一部改正について並びに議案第２８号高千穂町保育料条例の一部改正につきまし

ては、関連する改正でありますので併せて御説明いたします。 

 今回の改正は、昭和４５年６月に開園後５０年間運営を続けてまいりました田原保育園が、園

児の減少や施設の老朽化等を理由に令和２年３月２８日をもって閉園したことに関連し、田原保

育園の項を関係条例から削除するものでございます。 

 この改正は、公布の日から施行するものでございます。 

 次に、議案第２９号高千穂町重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正について御説

明いたします。 

 この制度は、受給資格者証をお持ちの助成対象者の方が医療機関で入院や外来、調剤薬局を利

用した場合、月１,０００円を上限に受診できるというものであります。これまで入院の場合は、

退院のときに月１,０００円のみをお支払いいただく、いわゆる現物給付を行っておりましたが、

今回の改正において、外来診療や調剤薬局を利用する場合にも入院と同じ現物給付を行えるよう

にするために、条例の一部を改正するものでございます。 

 この条例は、公布の日から施行し、令和２年８月１日から適用するものでございます。 

 次に、議案第３０号高千穂町介護保険条例の一部改正について御説明いたします。 

 今回の条例改正は、新型コロナウイルス感染症の影響により、一定程度収入が下がった方々等

に対する介護保険の第１号被保険者の保険料の減免措置を講ずるために、条例の一部を改正する

ものでございます。 
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 この改正は、公布の日から施行するものでございます。 

 次に、議案第３１号から議案第３８号までの補正予算議案８件について御説明いたします。 

 まず、議案第３１号令和２年度高千穂町一般会計補正予算（第２号）についてでありますが、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９,０８３万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を１０４億７,１３７万３,０００円とするものでございます。 

 今回の補正は、職員の定期異動に伴う人件費及び先ほど行政報告で申し上げました新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した町独自の経済対策や支援策の事業費、新たに

採択となった事業費予算計上が主なものでございます。 

 議案第３２号から第３８号までの各特別会計、企業会計の補正予算につきましても、職員の異

動に伴う人件費の補正が主なものでございます。 

 各会計ごとの補正内容につきましては、後ほどそれぞれ担当課長が説明いたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

 次に、議案第３９号財産の取得について御説明申し上げます。 

 現在、高千穂産婦人科診療所が診療されております、三田井、神殿の宮崎県たばこ耕作組合所

有の土地・建物を取得するため、地方自治法及び町条例の規定に基づき、議会の議決を求めるも

のでございます。 

 次に、議案第４０号工事請負契約締結について御説明申し上げます。 

 令和２年度高千穂町防災行政無線施設整備工事の契約締結に伴う議案につきましては、令和

２年５月２７日に仮契約を交わしたものであり、地方自治法及び町条例の規定に基づき議会の議

決をお願いするものでございます。 

 最後に、議案第４１号団体営農村地域防災減災事業の施行について御説明いたします。 

 団体営農村地域防災減災事業としまして、今藤地区と西の内地区を実施いたしたく、土地改良

法第９６条の２第２項の規定に基づき議会の議決をお願いするものでございます。 

 なお、各議案ごとの詳細につきましては、それぞれ担当課長が説明いたしますので、御審議い

ただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（工藤 博志議員）  以上で、町長の説明が終わりました。 

 これから関係課長の説明を求めます。 

 初めに、議案第２５号について、総務課長補佐。 

○総務課長補佐（安在 浩課長補佐）  それでは、議案第２５号高千穂町職員の特殊勤務手当に関

する条例の一部改正について御説明いたします。 

 新型コロナウイルス感染症から国民の生命や健康を保護するための作業に従事する職員の感染
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リスクや厳しい勤務環境等を鑑み、特例的に職員に対し手当を支給することで国の人事院規則が

改正されました。それに伴いまして、本条例の一部を改正し、新型コロナウイルス感染症の患者

もしくは疑いのある者に接して行う診療及び看護、患者等に係る検体の採取及び検査などに従事

する職員に対し、特殊勤務手当を支給する内容での改正であり、特殊勤務手当は１日

３,０００円でございます。 

 この改正は、公布の日から施行するものでございます。 

 以上であります。 

○議長（工藤 博志議員）  続いて、議案第２６号、第２７号、第２８号、第２９号、第３２号、

第３６号について、福祉保険課長。 

○福祉保険課長（有藤 寿満課長）  お疲れさまです。よろしくお願いいたします。 

 福祉保険課所管の条例改正議案４件、補正予算議案２件につきまして御説明いたします。 

 議案集５ページを御覧ください。 

 議案第２６号高千穂町立保育所設置条例の一部改正について御説明いたします。 

 今回の改正は、令和２年３月２８日に閉園しました田原保育園を関係条例から削除するもので

あります。 

 ６ページを御覧ください。 

 条文では、第２条の表から名称・位置に関する高千穂町田原保育園の項を削除するものであり

ます。 

 この改正は、公布の日から施行するものであります。 

 次に、議案集７ページを御覧ください。 

 議案第２７号公の施設に関する条例の一部改正について御説明いたします。 

 この改正も田原保育園の閉園に伴うもので、８ページの条例第２条、別表第１から名称、設置

目的、位置に関する「高千穂町田原保育園」の項を削除するものであります。 

 この条例は、公布の日から施行するものであります。 

 次に、議案集９ページを御覧ください。 

 議案第２８号高千穂町保育料条例の一部改正について御説明いたします。 

 この条例も田原保育園の閉園に伴うもので、１０ページの条例第２条第１項第１０号の条文の

うち「（田原保育園を除く。）」と条例第３条第５項の条文のうち「（田原保育園を含む。）」

をそれぞれ削除するものであります。 

 この改正は、公布の日から施行するものであります。 

 次に、議案集１１ページを御覧ください。 

 議案第２９号高千穂町重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正について御説明いた
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します。 

 まず、この条例における医療費助成対象者、重度心身障害者とは、身体障害者手帳１級または

２級所持者、本町には４月１日現在２６８名おられます。療養手帳Ａ所持者４４名、身体障害者

手帳３級かつ療養手帳Ｂ─１の両方をお持ちの方９名、合計３２１名の方が助成対象者で受給資

格者証をお持ちであります。 

 この制度は、助成対象者の方が医療機関で入院や外来、調剤薬局を利用した場合、月

１,０００円で受診できるというものであります。 

 入院の場合は、退院のときに助成対象者は支払窓口で月１,０００円のみを支払えばよく、い

わゆる現物給付を行っております。外来診療や調剤利用の場合は、保険給付に基づき助成対象者

は３割などの個人負担分を一度支払った後、領収書を福祉保険課窓口に提出することにより

１,０００円を差し引いた額を払い戻しする、いわゆる現金給付を行っております。 

 今回の改正では、入院の場合はそのまま変更はありません。外来診療や調剤利用をする場合、

入院と同じ現物給付とする改正であります。具体的には、外来診療と調剤はワンセットと考え、

外来を受診した場合、調剤を利用しても助成対象者は調剤利用分を別に支払う必要はなく、１医

療機関ごとに月５００円を上限に支払えばよくなります。 

 ただし、同じ医療機関なら、月２度、３度利用しても５００円で受診できますが、一月に別々

の３つの医療機関を受診すると１,５００円を支払う必要があります。これまでより多く支払う

場合も出てきます。これは、同じ診療内容で幾つもの医療機関の多受診を控えていただくための

取組でもあります。 

 １２ページの条文につきましては、これまで説明いたしました内容、第４条及び第５条でお示

ししております。また、第２条では「社会保険確保」などを「医療保険確保」に改め、第７条に

高齢者の医療の確保に関する法律を追加し、第２条第５項にお示しの内容を追加しております。 

 この条例は、公布の日から施行し、令和２年８月１日から適用されるものであります。 

 次に、議案集４５ページを御覧ください。 

 議案第３２号令和２年度高千穂町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につきまして御説

明いたします。 

 今回の補正は、事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５９１万４,０００円を増

額し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ１９億２,９０５万４,０００円とするものであります。 

 ４７ページ、歳出から説明させていただきます。 

 総務費６１８万５,０００円の増は、令和２年度より後期高齢者医療保険被保険者を対象に保

険事業と介護予防を一体的に取り組む国庫補助事業を活用し、血液検査などの結果を基に科学的

根拠に基づいた保健指導に力を入れるため、福祉保険課国保係に保健師を１名増員するもの及び
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人事異動による人件費の増であります。 

 保険事業費２７万１,０００円の減は疾病予防費で、産休職員の代替、会計年度任用職員の雇

用のための増、保健福祉総合センターの管理運営費で、保健師など５名の職員の人事異動などに

よる減が主なものであります。 

 ４６ページ、歳入でありますが、繰入金５９１万４,０００円の増は、職員給付費等に伴う一

般会計繰入金と保険事業と介護予防を一体的に取り組む国庫補助事業の後期広域連合からの受託

費を一般会計経由で国保特別会計に繰り入れるものであります。 

 ４９ページ以降、事項別明細書を添付しておりますので御参照ください。 

 次に、議案集１１７ページを御覧ください。 

 議案第３６号令和２年度高千穂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につきまして御

説明いたします。 

 今回の補正は、事業勘定の歳入歳出の予算の総額に歳入歳出それぞれ１６５万６,０００円を

増額し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ１億９,４２７万２,０００円とするものであります。 

 １１９ページ、歳出から説明させていただきます。 

 総務費１６５万６,０００円の増は、後期高齢者医療の被保険者が医療機関で健診を受けると

きの医療機関へ支払う委託料単価の増額及び健診時の血液データなどを保健指導に役立てること

を目的に医療機関から提供していただくための委託料を新規に追加するものであります。 

 １１８ページ、歳入でありますが、諸収入１６５万６,０００円の増は、歳出で説明しました

健診委託料やデータ提供委託料の費用であり、後期高齢者医療後期連合からの受託事業収入であ

ります。 

 １２１ページ以降、事項別明細書を添付しておりますので、御参照ください。 

 以上、福祉保険課所管の議案６件につきまして、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（工藤 博志議員）  続いて、議案第３０号、第３５号について、保健センター事務長。 

○保健福祉総合センター事務長（林  謙一事務長）  保健福祉総合センター所管の条例改正議案

１件、補正予算議案１件について御説明いたします。 

 初めに、議案第３０号高千穂町介護保険条例の一部改正につきまして御説明いたします。 

 議案集の１３ページからになります。 

 今回の条例改正は、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策において感染症の影響により一定

程度収入が下がった方々等に対して国民健康保険、国民年金等の保険料の減免等を行うとされた

ことを踏まえ、介護保険の第１号被保険者の保険料の減免についても、感染症の影響により対象

となる者の基準を定める規則を制定し、減免の対象となる保険料を令和元年度分及び令和２年度

分の保険料で、令和２年２月１日以降に納期限が到来する者から適用することに伴い、従前の条



- 17 - 

例では保険料の減免を受けようとする者は、普通徴収の方法により保険料を徴収されている者に

ついては、納期限前７日までに特別徴収の方法により保険料を徴収されている者については、特

別徴収対象年金給付の支払いに係る前々月の１５日までに申請書を提出しなければならないとさ

れていたものを、申請の期限にそれぞれ災害のやんだ日から３０日以内を加え申請できるように

するため、条例の一部改正を提案するものであります。 

 次に、議案集の８７ページからになります。 

 議案第３５号令和２年度高千穂町介護保険特別会計補正予算（第１号）につきまして御説明い

たします。 

 今回の補正は、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１９１万９,０００円を減額

し、補正後の予算総額を１４億３,１６２万３,０００円とするものであります。また、介護サー

ビス事業勘定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１９１万円を追加し、補正後の予算総額を

１,３０２万円とするものであります。 

 補正の主なものについて御説明いたします。 

 ９０ページの歳入ですが、国庫支出金が３２０万円の減額、支払基金交付金が２７万

８,０００円の追加、県支出金が１６０万円の減額、繰入金が２６０万３,０００円の追加ですが、

人件費の補正に伴うそれぞれの負担割合による財源調整であります。 

 次に、９１ページの歳出ですが、総務費が２２９万３,０００円の追加、地域支援事業費が

７９４万７,０００円の減額ですが、人件費及び会計年度任用職員の費用弁償の補正であります。 

 次に、予備費が１８２万５,０００円の追加ですが、財源調整として計上したものであります。 

 次に、諸支出金が１９１万円の追加ですが、サービス事業勘定への繰出金であります。 

 ９３ページ以降に事項別明細書を添付しておりますので、参考にして御審議いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

 次に、介護サービス事業勘定であります。１０４ページを御覧ください。 

 まず、歳入ですが、繰入金が１９１万円の追加で、事業勘定からの繰入金であります。 

 次に、１０５ページの歳出ですが、総務費が１８９万円の追加、サービス事業費が２万円の追

加で、人件費及び会計年度任用職員の費用弁償の補正であります。 

 １０７ページ以降に事項別明細書を添付しておりますので、参考にして御審議いただきますよ

うよろしくお願いいたします。 

 以上で、保健福祉総合センター所管の議案２件につきまして説明を終わらせていただきます。 

○議長（工藤 博志議員）  ここで、１１時１０分まで休憩します。 

午前10時57分休憩 

……………………………………………………………………………… 
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午前11時10分再開 

○議長（工藤 博志議員）  休憩前に続き、会議を開きます。 

 続いて、議案第３１号、第３９号、第４０号について、財政課長。 

○財政課長（佐藤 英次課長）  それでは、財政課所管の議案第３１号及び議案第３９号、第

４０号について御説明申し上げます。 

 初めに、議案第３１号令和２年度高千穂町一般会計補正予算（第２号）について御説明いたし

ます。 

 議案集の１７ページをお開きください。 

 今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９,０８３万１,０００円を追加し、

歳入歳出の総額を１０４億７,１３７万３,０００円とするものであります。 

 それでは、１８ページをお開きください。 

 まず、歳入ですが、分担金及び負担金５万２,０００円は、コミュニティ助成事業の地元負担

金です。 

 次に、国庫支出金１億１３万３,０００円の増は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金９,９７０万３,０００円、学校臨時休業対策費補助金３８万４,０００円、地域子ど

も・子育て支援事業費補助金４万６,０００円です。臨時交付金９,９７０万３,０００円は、

１０の事業に充当しております。 

 県支出金は、２,７４４万５,０００円の増です。小水力発電等農村地域導入支援事業費補助金

５５０万円、未来につなぐ中山間地域農業支援事業補助金３０４万５,０００円、新型コロナウ

イルス感染症対策商品券発行事業の県負担金１,６００万円が主なものです。 

 繰入金６,０１２万６,０００円の減は、財源調整のための財政調整基金繰入金でございます。 

 諸収入は、２,３３２万７,０００円の増です。森林整備センター保育事業費２,０００万円、

後期高齢者広域連合受託事業収入５１７万１,０００円を計上しております。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １９ページを御覧ください。 

 今回の補正では、主に定期人事異動による人件費の補正及び新型コロナウイルス感染症対策に

係る経済支援策等を計上しております。 

 まず、人件費は、費目により増減がありますが、給料、手当、共済費合わせて８７３万

５,０００円の減であります。 

 次に、費目ごとの主なものについて御説明いたします。 

 最初に、議会費ですが、２１１万３,０００円の減です。職員給与費及び旅費の減です。 

 総務費は、１,０９１万４,０００円の増です。人件費が９８５万３,０００円の増、新型コロ
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ナ対策としての高校生向け商品券発行事業３５０万円が主なものです。 

 民生費は、３９０万８,０００円の減です。異動に伴う人件費の減が主ですが、児童扶養手当

受給者に対する臨時特別給付金２５３万円を計上しております。 

 衛生費は、９１９万２,０００円の増です。町立病院におけるコロナ対策費用の病院事業会計

への繰出金７４４万１,０００円が主なものです。 

 農林水産業費は、５,６０８万６,０００円の増です。人件費が４５７万３,０００円の増、コ

ロナ対策農畜産物支援事業費が計１,５２８万４,０００円、未来につなぐ中山間地域農業支援事

業補助金が６０９万円、小水力発電等調査計画委託料が１,００１万円、森林整備センターの保

育事業委託料が２,０００万円の増となっております。 

 商工費は、１,８８８万５,０００円の増です。コロナ対策商品券発行事業費１,６０７万

３,０００円の増が主なものです。 

 土木費は１,００１万７,０００円の減ですが、人事異動に伴う人件費の減により、下水道事業

特別会計への繰出金７０９万２,０００円の減が主なものです。 

 消防費は、２３４万４,０００円の増です。福祉施設へのマスクの配布に伴う経費１１９万

９,０００円、コロナ対策に係る災害時の避難所の衛生環境を保つための物品購入費１３２万円

を計上しております。 

 教育費は、９４４万８,０００円の増です。コロナ対策に係る小中学校の給食援助費７０９万

７,０００円、臨時休業時の対策負担金６９万４,０００円の計上が主なものです。 

 以上で歳入歳出の説明を終わりますが、議案集の２１ページ以降に歳入歳出予算の事項別明細

書を添付しておりますので、参考にしていただきたいと存じます。 

 次に、議案第３９号財産の取得について説明いたします。 

 町長の説明にもありましたように、土地・建物の取得契約について、地方自治法及び町条例の

規定に基づきまして議会の議決をお願いするものであります。 

 取得します財産は、現在、高千穂産婦人科診療所が診療をされております土地及び建物であり

ます。建物について、所在地が高千穂町大字三田井字寺迫１０９９番地１４、鉄骨造陸屋根平屋

建て、面積が１８０.００平方メートル、同敷地内の倉庫が同地同字１０９９番地の１７、面積

が１２１.６０平方メートル。土地につきましては同所同字、地目、宅地、面積が９２１.８６平

方メートル、同所同字１０９９番地の１７、地目、宅地、８.６５平方メートル。契約の相手方

は、所有者である宮崎市高千穂通１丁目６番２１号、宮崎県たばこ耕作組合、組合長森國俊氏。

取得金額は、１,９７０万円であります。 

 以上で、議案第３９号の説明を終わります。 

 次に、議案第４０号の工事請負契約の締結について御説明いたします。 
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 令和２年度高千穂町防災行政無線施設（同報系）整備工事の入札執行に当たりましては、町が

発注する建設工事等の契約に係る指名競争入札参加者の資格、指名基準等に要する要綱に基づき、

４月１６日に指名審査会を開催し、指名業者を選定したところでございます。 

 ５月２１日に指名競争入札を行い、落札業者を決定し、５月２７日に仮契約を締結しましたの

で、地方自治法及び町条例の規定に基づきまして議会の議決をお願いするものでございます。 

 契約金額は４億８,８１８万円、契約の相手方は、福岡県福岡市博多区東比恵３丁目１番２号、

エコー電子工業株式会社本社、本社責任者、守正幸氏でございます。 

 以上で財政課所管議案の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（工藤 博志議員）  続いて、議案第３３号、第３４号、第３８号について、上下水道課長。 

○上下水道課長（江藤 良一課長）  上下水道課所管の特別会計補正予算２件、企業会計補正予算

１件の計３件の補正予算について御説明いたします。 

 今回の３件の補正予算につきましては、本年４月１日付の人事異動に伴う人件費の補正が主な

ものであります。 

 ４月の人事異動では、上下水道課の職員数１１名につきましては変動がありませんでしたが、

上水道工務係の職員１名が本年２月から病気療養中であります。そのため、昨年度３名体制であ

った下水道係の職員を１名減の２名体制にし、その１名を上水道に内部異動しました。さらに、

技術職員を他の係と兼務させるなどして業務に当たっております。 

 このような状況を踏まえていただきながら説明をお聞きいただきますようお願いいたします。 

 初めに、議案集５９ページの議案第３３号令和２年度高千穂町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）について御説明いたします。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３３万９,０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,２５４万７,０００円とするものであります。 

 詳細につきましては、歳入歳出補正予算事項別明細書の６７ページから御覧ください。 

 歳入の３３万９,０００円の減額は、繰入金、他会計繰入金、一般会計繰入金を３３万

９,０００円減額するものであります。 

 一方、歳出の３３万９,０００円の減額につきましては、６９ページの衛生費、簡易水道費、

維持管理費の給料を７万９,０００円、職員手当等２６万円減額するものであります。 

 次に、７３ページの議案第３４号令和２年度高千穂町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

について御説明いたします。 

 先ほど冒頭に説明しましたとおり、本年度の下水道担当職員数は、昨年度の３名から１名減の

２名体制となっております。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７０９万２,０００円を減額し、歳
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入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億６４５万８,０００円とするものであります。 

 詳細につきましては、歳入歳出補正予算事項別明細書の８１ページから御覧ください。 

 歳入の７０９万２,０００円の減額は、繰入金、他会計繰入金、一般会計繰入金を７０９万

２,０００円減額するものであります。 

 一方、歳出の７０９万２,０００円の減額につきましては、８３ページの総務費、総務管理費、

一般管理費の給料を３０８万１,０００円、職員手当等を２５７万２,０００円、共済費を

１４３万９,０００円減額するものであります。 

 最後に、１４１ページの議案第３８号令和２年度高千穂町水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて御説明いたします。 

 上水道につきましては、本年度の担当職員数は６名から１名増の７名体制となっております。

また、収入の増額が見込めないことから、支出を抑えることで対応したいと考えております。 

 初めに、第２条では令和２年度高千穂町水道事業会計予算第３条で定めた収益的支出を８８万

５,０００円増額し、補正後の収益的収入及び支出の総額を、それぞれ１億７,６５１万

９,０００円と同額とするものであります。 

 次ページ実施計画補正１号を御覧ください。この実施計画補正は、収益的収入及び支出の目ご

との補正額を表しております。上段の収入につきましては、補正はありません。下段の支出では、

営業費用の原水及び浄水費を１９０万円減額し、補正後の額３,６１１万２,０００円とするもの

であります。 

 次に、配水及び給水費を３２７万２,０００円増額し、補正後の額を４,７８９万４,０００円

とするものであります。 

 最後に、総係費を４８万７,０００円減額し、補正後の額を４,４３５万７,０００円とするも

のであります。したがいまして、補正額の合計は８８万５,０００円となり、水道事業費用の総

額を１億７,６５１万９,０００円とするものであります。 

 １４１ページに戻っていただきまして、第３条では、予算第７条に定めた議会の議決を経なけ

れば流用することのできない職員給与費の金額を７３９万６,０００円増額し、補正後の額を

５,４６０万７,０００円とするものであります。補正予定額７３９万６,０００円の内訳につき

ましては、１４４ページ、給与費明細書（第１号）を御参照ください。 

 戻っていただきまして、１４３ページの資金計画補正（第１号）では、今回の補正に伴う現金

預金の年度末の残高を２億８,７０９万７,０００円と予定するものであります。 

 以上、上下水道課所管の特別会計補正予算２件、企業会計補正予算１件の計３件の補正予算に

ついて説明いたしました。 

 何とぞ御審議のほどよろしくお願いいたします。 
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○議長（工藤 博志議員）  続いて、議案第３７号について、病院事務長。 

○病院事務長（戸髙 雄司事務長）  議案第３７号令和２年度高千穂町国民健康保険病院事業会計

補正（第１号）について御説明申し上げます。 

 議案集の１３１ページをお開きください。 

 今回の補正は、第２条で予算第３条に定めた収益的収支のうち、収入の第２項医業外収益の額

を２１７万５,０００円増額し、補正後の額を１億６,５９７万９,０００円とし、病院事業収益

の総額を２１億７,１０９万５,０００円とするものです。また、支出の第１項医業費用の額を

４万７,０００円減額し、補正後の額を２２億２,８４４万９,０００円に、第２項医業外費用の

額を２８２万２,０００円増額し、補正後の額を１億４,２４７万８,０００円とし、病院事業費

用の総額を２３億７,０９２万８,０００円とするものです。 

 次に、第３条で予算第４条に定めた資本的収支のうち、収入の第２項補助金の額を５２６万

６,０００円増額し、資本的収入の総額を１億３,６３９万３,０００円とするものです。また、

支出の第１項建設改良費の額を５２６万６,０００円増額し、補正後の額を６,７５２万円とし、

資本的支出の総額を２億３,１１１万４,０００円とするものです。 

 続きまして、議案集１３２ページ、第４条で予算第６条に定めた議会の議決を得なければ流用

することのできない経費の金額のうち、職員給与費２８４万６,０００円を減額し、補正後の額

を１２億９,３２９万４,０００円、訪問看護費のうち職員給与費を２８４万６,０００円増額し、

補正後の額を３,３８４万１,０００円とするものです。 

 詳細につきましては、議案集１３３ページからになります。 

 予算実施計画補正で御説明申し上げます。まず、収益的収入につきまして、医業外収益の国県

補助金として新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２１７万５,０００円を計上し

ております。 

 収益的支出につきましては、医業費用の給与費を２８４万６,０００円減額、診療材料費を

１７２万１,０００円、経費を４７万８,０００円、研究研修費を６０万円、それぞれ増額計上し

ております。 

 経費の内訳は、旅費交通費２万４,０００円、消耗品費２２万８,０００円、修繕費２２万

６,０００円で、給与費及び経費の旅費交通費につきましては、職員の院内異動に従うものであ

ります。また、医業外費用といたしましては、訪問看護費を２８２万２,０００円の増額を計上

しております。これにつきましても、職員の院内異動に伴うものであります。 

 次に、議案集１３４ページ、資本的収入につきましては国県補助金として新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金５２６万６,０００円を計上しております。資本的支出につきま

しては、建設改良費の有形固定資産購入費として５２６万６,０００円を計上しております。機
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器備品購入費の内訳といたしましては、新型コロナウイルス感染症の接触者外来運用に必要な備

品といたしまして、電子カルテ用パソコン、プリンター、各１台９２万３,０００円、陽性入院

患者受入れに伴う病棟運用に必要な備品といたしまして、電子カルテ用パソコン、プリンター、

各１台９２万３,０００円、ベッドサイドモニター、生体情報送信機、各２台、３４２万円の購

入を予定しております。 

 １３５ページ以降に、予定キャッシュフロー計算書、予定貸借対照表を添付しておりますので、

合わせて御審議のほどよろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（工藤 博志議員）  続いて、議案第４１号について、農地整備課長。 

○農地整備課長（佐藤 峰史課長）  農地整備課所管の議案１件について、御説明いたします。 

 議案集１４９ページを御覧ください。 

 議案第４１号団体営農村地域防災減災事業の施行について、御説明いたします。 

 土地改良法第９６条の２第２項の規定に、市町村は土地改良事業を行おうとする場合において、

あらかじめ当該市町村の議会の議決を経て、事業の計画概要と必要事項を定めることとなってお

りますので、議会の議決を求めるものでございます。 

 １５０ページを御覧ください。 

 ここに計画しております今藤、西の内地区でありますが、用水路改修延長、今藤地区

１,３８２メーター、西の内地区１,１２５メーター、事業費、今藤地区１億２,８００万、西の

内地区１億４,１００万、事業期間、令和３年度から令和６年度で、それぞれ計画しております。 

 この計画におきまして、令和２年度内に事業実施の公告縦覧を行う予定でございます。 

 以上で、議案１件の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（工藤 博志議員）  報告３号につきましては、町長の説明のとおりでありますので、関係

課長の説明は省略します。 

 以上で、町長提案の日程第５「報告第３号」から日程第２２「議案第４１号」までの「報告、

議案、合計１８件」について説明が終わりました。 

 ただいま説明が終わりました議案に対する質疑につきましては、議案熟読の休会を経て、次の

会議で行うこととします。 

 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしましたので、これにて散会します。 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  御起立をお願いいたします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

午前11時39分散会 

────────────────────────────── 


